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実施レポート 10-4

・7人制ラグビーの元日本代表で、ラグビーの実業団チームでも活躍した、石川安彦氏を講師に
迎え、タグラグビーを体験しました。

・児童は、タグ取りゲームやトライゲームなどの体験を通して、タグラグビーの楽しさを味わい
ました。

プログラム
概要

日時 令和6年10月31日（木） 場所 屋上 (ｸﾞﾘｰﾝｱﾘｰﾅ)

体

験

風

景

実施
学校名

中央区立久松小学校

・初めてタグラグビーをやったけれど、講師の先生が優しく教えてくれたおかげで、すごく楽し
かったです。またやりたいと思いました。

・みんなで走ったり１対１の勝負をしたりして楽しかったです。今日の体験でタグラグビーのこ
とを知れてよかったです。

・もともと運動があまり得意ではなかったけれど、今日の体験で走ったりゲームをしたりするの
がとても楽しいと思いました。体育の授業でもタグラグビーをやってみたいと思いました。

参加した
児童の声・
反応

１ 講師紹介・挨拶

講師から「最後まで楽しんで頑張ること」、「合図を出
したらすぐに集まって話を聞くこと」の２つの約束が伝
えられると、児童から、大きく元気な声で「はい」と返
事がありました。

2 １対１ タグ取りゲーム

１対１のタグ取りゲームでは、お互い片方の手を繋いだ
状態で、相手の腰に付いているタグを取り合いました。
相手のタグを取る時には、大きな声で「タグ」と発声し
ていました。

3 １対３ タグ取りゲーム

１対3のタグ取りゲームでは、３人組で輪を回転させな
がらタグを守る児童と、タグをとるために走り回る児童
の元気な姿が見られました。

写真

4 トライゲーム

スポーツ

ボールを持ってゴールラインへトライする児童と、トラ
イを阻止する児童に分かれてゲームを行いました。
順番を待つ児童からの大きな声援もあり、フィールドは、
活気に満ちていました。

写真写真

写真


